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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
青
空
を
掴
み
し
少
年

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
１
３
２
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ア
ス
ト
ラ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
建
築
の
勉
強
を
す
る
た
め
に
地
元
を
離
れ
て
市
立
朧
山
高
等
学
校
に
進
学
し

た
少
年
、
朝
槻
康
介
。

趣
味
の
遊
戯
王
を
高
校
で
は
や
ら
な
い
覚
悟
で
勉
強
に
臨
も
う
と
し
た
彼
は
、

入
学
式
の
日
に
運
命
的
な
出
会
い
を
す
る
‥
‥
。

「
あ
な
た
、
遊
戯
王
や
っ
て
る
で
し
ょ
？
」
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「
ま
ぁ
、
一
応
は
‥
‥
。
」

「
私
も
や
っ
て
る
の
。
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ュ
エ
ル
し
な
い
？
」

こ
の
出
会
い
を
境
に
、
勉
強
漬
け
の
毎
日
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
康
介
の
高
校
生

活
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
‥
‥
。

※
こ
の
小
説
は
リ
レ
ー
小
説
で
す
。

以
下
参
加
者
一
覧

ア
ス
ト
ラ
ル
様

通
り
す
が
り
の
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
様

ユ
タ
様

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
様

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
様

龍
南
様
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新
し
い
出
会
い

市
立
瀧
山
高
等
学
校

　
毎
年
工
業
、
建
築
分
野
で
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
高
校
で
あ
り
遠
い

地
方
か
ら
の
受
験
希
望
者
も
い
る
ほ
ど
の
人
気
校
。

　
寮
な
ど
の
設
備
が
下
手
な
私
立
よ
り
も
充
実
し
て
い
る
上
に
学
費
が
そ
れ
ほ

ど
高
く
な
い
の
で
自
然
と
倍
率
が
高
く
な
る
。
倍
率
は
約
１
０
倍
。

　
そ
の
高
校
に
田
舎
の
方
か
ら
入
学
し
た
者
の
出
来
事
で
あ
る

　
そ
の
少
年
の
名
は
朝
槻
康
介
。

　
将
来
の
夢
は
建
築
家
で
、
工
業
、
建
築
分
野
で
有
名
な
こ
の
学
校
に
入
る
為

必
死
に
勉
強
し
た
少
年
だ
。

　
康
介
の
趣
味
は
遊
戯
王
と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
だ
。

　
康
介
は
そ
れ
な
り
に
強
く
、
プ
レ
イ
ミ
ス
も
少
な
い
為
、
負
け
も
少
な
い
。

　
だ
が
、
高
校
で
は
勉
強
に
取
り
組
み
た
い
の
で
、
こ
こ
で
は
趣
味
の
遊
戯
王
、

つ
ま
り
デ
ュ
エ
ル
を
し
な
い
と
い
う
覚
悟
で
こ
の
高
校
で
入
学
し
た
。

　
が
、
デ
ッ
キ
に
思
い
出
が
あ
る
為
、
高
校
に
デ
ッ
キ
を
持
っ
て
き
て
し
ま
っ

て
い
た
。

（
は
ぁ
、
デ
ュ
エ
ル
し
な
い
っ
て
誓
っ
た
の
に
デ
ッ
キ
持
っ
て
き
ち
ゃ
意
味
な

い
よ
ね
ぇ
）
　

　
高
校
の
門
の
前
で
色
々
と
考
え
事
を
し
て
い
た
ら
、
中
に
入
っ
て
い
く
生
徒

も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
入
学
初
日
で
遅
刻
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
康
介
は
自
分
の
胸
に
手
を
置
き
、
一
度
深
呼
吸
を
す
る
。
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（
す
ぅ
、
は
ぁ
。
ま
ぁ
、
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
）

　
康
介
は
も
う
一
度
デ
ュ
エ
ル
は
し
な
い
と
誓
い
、
門
を
く
ぐ
っ
た
。

「
新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
高
校
は
―
―

―
―
―
―
の
為
―
―
―
―
―
に
な
る
資
格
を
―
―
―
―
―
―
―
―
」

（
…
…
長
い
）

　
今
は
入
学
式
の
真
っ
最
中
。
新
入
生
代
表
の
挨
拶
、
教
師
の
紹
介
、
こ
の
高

校
の
目
的
、
そ
し
て
今
話
し
て
い
る
校
長
先
生
の
話
。

　
新
入
生
代
表
の
挨
拶
な
ど
は
そ
こ
ま
で
時
間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の

校
長
は
一
段
と
話
が
長
い
。
ま
ぁ
、
そ
れ
な
り
の
高
校
な
の
で
校
長
の
話
は
長

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
長
す
ぎ
な
い
か
と
い
う
ぐ
ら
い
長
か
っ
た
。

　
し
か
も
康
介
の
苗
字
は
朝
槻
。
あ
か
ら
始
ま
る
た
め
一
番
先
頭
に
い
る
の
だ
。

そ
の
た
め
に
眠
れ
な
い
。

　
寝
れ
た
と
し
て
も
教
師
に
見
つ
か
れ
ば
、
今
後
の
成
績
に
響
く
か
、
最
悪
の

場
合
退
学
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
い
う
よ
う
な
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
て
も
ま
だ
校
長
の
話
は
終
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
。

（
ま
だ
続
い
て
る
し
…
…
あ
、
そ
う
い
え
ば
、
あ
の
カ
ー
ド
を
デ
ッ
キ
に
入
れ

れ
ば
…
…
）

　
朝
槻
康
介
、
１
５
歳
。
趣
味
の
遊
戯
王
も
と
て
も
熱
心
に
や
っ
て
い
た
。

　
中
学
の
と
き
の
癖
で
暇
が
あ
る
と
デ
ッ
キ
構
成
を
頭
の
中
で
考
え
始
め
る
。
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そ
の
際
少
し
だ
け
口
に
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
い
た
こ
と

が
隣
に
い
た
女
子
に
聞
か
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
ず
に
。
 

「
ね
ぇ
、
あ
な
た
」

「
ん
？
」

　
入
学
式
が
や
っ
と
終
わ
り
、
康
介
は
ク
ラ
ス
割
表
を
見
て
い
た
。

　
そ
の
時
、
ひ
と
り
の
女
子
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「
…
…
俺
？
」

「
そ
う
、
あ
な
た
」

　
康
介
は
自
分
が
声
を
か
け
ら
れ
た
と
は
思
わ
ず
、
自
分
の
周
り
を
見
渡
す
。

だ
が
、
自
分
が
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

「
私
は
奥
斑
茜
よ
。
よ
ろ
し
く
ね
」

お
く
む
ら
あ
か
ね

「
俺
は
朝
槻
康
介
だ
。
そ
れ
で
俺
に
な
ん
の
用
が
あ
る
ん
だ
？
」

「
あ
な
た
、
遊
戯
王
や
っ
て
る
で
し
ょ
」

「
ま
ぁ
、
一
応
は
…
…
」

「
私
も
や
っ
て
る
の
。
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ュ
エ
ル
し
な
い
？
」

「
は
？
」
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新
し
い
出
会
い
（
後
書
き
）

次
回
は
龍
南
様
で
す
！
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双
方
の
実
力
（
前
書
き
）

今
回
書
い
た
方
は
龍
南
様
で
す
！
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双
方
の
実
力

「
は
？
」

い
き
な
り
こ
い
つ
は
何
言
っ
て
ん
だ
？
普
通
初
対
面
の
人
に
『
デ
ュ
エ
ル
し
な

い
？
』
っ
て
い
う
か
？

「
い
や
俺
は
高
校
で
は
デ
ュ
エ
ル
し
な
い
っ
て
決
め
て
る
か
ら
。
」

「
そ
の
割
に
は
さ
っ
き
入
学
式
で
デ
ッ
キ
構
成
考
え
て
た
で
し
ょ
？
」

「
・
・
・
聞
こ
え
て
た
？
」

「
え
ぇ
。
」

・
・
・
ま
い
っ
た
な
ぁ
。
聞
こ
え
て
た
か
。
デ
ュ
エ
ル
し
な
い
っ
て
決
め
て
る

の
に
デ
ッ
キ
構
成
考
え
て
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
な
。

「
そ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
ら
デ
ッ
キ
も
持
っ
て
き
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

「
・
・
・
持
っ
て
き
て
る
。
」

「
そ
れ
デ
ュ
エ
ル
す
る
っ
て
言
っ
て
る
の
と
同
じ
で
し
ょ
。
」

「
・
・
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。
」

だ
よ
な
。
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「
だ
か
ら
デ
ュ
エ
ル
し
よ
。
」

だ
か
ら
ど
う
し
て
そ
う
な
る
ん
だ
？

「
ま
ぁ
い
き
な
り
デ
ュ
エ
ル
す
る
の
も
難
だ
し
、
Ｈ
Ｒ
終
わ
っ
た
ら
カ
ー
ド
シ

ョ
ッ
プ
行
か
な
い
？
」

・
・
・
だ
か
ら
よ
く
も
ま
ぁ
初
対
面
の
人
に
そ
ん
な
こ
と
言
え
る
な
ぁ
。
ま
、

カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
付
き
合
う
ぐ
ら
い
な
ら
い
っ
か
。

「
い
い
よ
。
」

「
や
っ
た
！
じ
ゃ
あ
後
で
そ
っ
ち
行
く
ね
。
」

・
・
・
は
ぁ
。
こ
ん
な
ん
で
高
校
生
活
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
・
・
？

と
い
う
こ
と
で
俺
は
奥
斑
茜
と
一
緒
に
今
学
校
近
く
の
カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
い

る
。

の
だ
が
・
・
、

「
さ
て
カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
着
い
た
こ
と
だ
し
、
早
速
デ
ュ
エ
ル
し
よ
う
。
」

着
い
た
途
端
こ
れ
か
よ
！
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ま
ぁ
確
か
に
デ
ュ
エ
ル
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
で
み
ん
な
デ
ュ
エ
ル
し
て
い

る
。
こ
こ
な
ら
だ
れ
の
目
も
気
に
せ
ず
デ
ュ
エ
ル
で
き
る
。
け
ど
、

「
だ
か
ら
俺
は
高
校
で
は
デ
ュ
エ
ル
し
な
い
っ
て
言
っ
た
よ
ね
？
」

「
で
も
デ
ッ
キ
持
っ
て
き
て
た
ん
じ
ゃ
あ
意
味
な
い
っ
て
こ
っ
ち
も
言
っ
た
よ

ね
？
」

・
・
・
は
ぁ
、
し
つ
こ
い
な
。
ま
っ
い
っ
か
。
１
回
ぐ
ら
い
な
ら
や
っ
て
や
る

か
。

「
わ
か
っ
た
よ
。
１
回
だ
け
や
っ
て
や
る
よ
。
」

「
や
っ
た
！
じ
ゃ
あ
早
速
や
ろ
う
。
」

「
わ
か
っ
た
。
」

・
・
・
こ
ん
な
ん
で
大
丈
夫
か
な
？
ま
ぁ
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
。

「
じ
ゃ
あ
い
く
よ
。
」

「
お
ぅ
。

「
「
デ
ュ
エ
ル
！
」
」

康
介
　
Ｌ
Ｐ
８
０
０
０

茜
　
Ｌ
Ｐ
８
０
０
０

じ
ゃ
ん
け
ん
に
よ
り
先
攻
は
俺
に
な
っ
た
。
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「
俺
の
タ
ー
ン
、
俺
は
調
律
を
発
動
。
デ
ッ
キ
よ
り
ク
イ
ッ
ク
・
シ
ン
ク
ロ
ン

を
手
札
に
加
え
、
デ
ッ
キ
ト
ッ
プ
を
墓
地
に
送
る
。
」

落
ち
た
の
は
・
・
・
お
ろ
か
な
埋
葬
か
よ
。
お
前
が
落
ち
ち
ゃ
だ
め
だ
ろ
・
・
。

「
手
札
の
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
バ
ル
ブ
を
墓
地
に
送
り
ク
イ
ッ
ク
・
シ
ン
ク
ロ
ン

を
特
殊
召
喚
。
そ
し
て
レ
ベ
ル
・
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
を
通
常
召
喚
。
」

ク
イ
ッ
ク
・
シ
ン
ク
ロ
ン
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
／
１
４
０
０

レ
ベ
ル
・
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
６
０
０

「
レ
ベ
ル
・
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
に
ク
イ
ッ
ク
・
シ
ン
ク
ロ
ン
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
！

ド
リ
ル
・
ウ
ォ
リ
ア
ー
を
シ
ン
ク
ロ
召
喚
。
」

Ｌ
ｖ
１
＋
Ｌ
ｖ
５
＝
Ｌ
ｖ
６

ド
リ
ル
・
ウ
ォ
リ
ア
ー
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
２
４
０
０

「
ド
リ
ル
・
ウ
ォ
リ
ア
ー
の
効
果
で
手
札
の
ス
ポ
ー
ア
を
墓
地
に
送
り
ゲ
ー
ム

か
ら
除
外
。
カ
ー
ド
を
１
枚
伏
せ
て
タ
ー
ン
エ
ン
ド
。
」

キ
ー
の
ダ
ン
デ
ィ
・
ラ
イ
オ
ン
が
な
い
割
に
は
よ
く
回
っ
て
る
な
。

「
じ
ゃ
あ
い
く
よ
。
私
の
タ
ー
ン
、
私
は
レ
ス
キ
ュ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
を
召
喚
。
」

レ
ス
キ
ュ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
３
０
０

「
そ
し
て
レ
ス
キ
ュ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
効
果
発
動
。
レ
ス
キ
ュ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
を
除

外
し
、
デ
ッ
キ
か
ら
セ
イ
バ
ー
ザ
ウ
ル
ス
を
２
体
特
殊
召
喚
。
」
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セ
イ
バ
ー
ザ
ウ
ル
ス
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
１
９
０
０
　

「
そ
し
て
セ
イ
バ
ー
ザ
ウ
ル
ス
２
体
で
エ
ク
シ
ー
ズ
！
エ
ヴ
ォ
ル
カ
イ
ザ
ー
・

ラ
ギ
ア
を
エ
ク
シ
ー
ズ
召
喚
。
」

エ
ヴ
ォ
ル
カ
イ
ザ
ー
・
ラ
ギ
ア
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
２
４
０
０

げ
！
ラ
ギ
ア
か
よ
。
こ
い
つ
は
や
っ
か
い
だ
な
ぁ
。

「
エ
ヴ
ォ
ル
カ
イ
ザ
ー
・
ラ
ギ
ア
で
直
接
攻
撃
。
」

「
罠
カ
ー
ド
く
ず
鉄
の
か
か
し
を
発
動
。
そ
の
攻
撃
は
無
効
に
す
る
。
」

「
・
・
い
い
わ
。
私
は
カ
ー
ド
を
２
枚
伏
せ
て
タ
ー
ン
エ
ン
ド
よ
。
」

ち
ぇ
っ
。
か
か
し
に
ラ
ギ
ア
の
効
果
を
使
っ
て
く
れ
る
か
な
ぁ
と
思
っ
た
け
ど

使
わ
な
か
っ
た
か
。

「
俺
の
タ
ー
ン
。
」

「
そ
の
ド
ロ
ー
フ
ェ
イ
ズ
に
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
を
発
動
。
」

「
な
！
」

や
っ
ぱ
り
そ
う
か
。
レ
ス
キ
ュ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
が
出
た
時
点
で
予
想
は
し
て
た
が

次
元
ラ
ビ
ッ
ト
か
。
ち
な
み
に
俺
の
デ
ッ
キ
は
ク
イ
ッ
ク
ダ
ン
デ
ィ
だ
。

だ
が
こ
う
な
る
と
厳
し
い
な
。
と
り
あ
え
ず
は
、

「
ス
タ
ン
バ
イ
フ
ェ
イ
ズ
に
ド
リ
ル
・
ウ
ォ
リ
ア
ー
の
効
果
発
動
。
ド
リ
ル
・
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ウ
ォ
リ
ア
ー
を
特
殊
召
喚
し
・
・
」

「
カ
ウ
ン
タ
ー
罠
神
の
警
告
を
発
動
。
」

止
め
ら
れ
た
・
・
・
。

茜
　
Ｌ
Ｐ
８
０
０
０
↓
６
０
０
０

く
そ
っ
！
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
が
あ
る
か
ら
墓
地
の
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
バ
ル
ブ
の

効
果
は
使
え
な
い
。
し
か
も
ま
だ
ラ
ギ
ア
の
効
果
も
使
わ
れ
て
な
い
。
こ
こ
は

耐
え
る
し
か
な
い
か
。

「
モ
ン
ス
タ
ー
を
セ
ッ
ト
。
タ
ー
ン
終
了
。
」

「
私
の
タ
ー
ン
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
を
召
喚
し
効
果
発
動
。
レ
ス
キ
ュ
ー

ラ
ビ
ッ
ト
を
除
外
し
ハ
ウ
ン
ド
・
ド
ラ
ゴ
ン
２
体
を
特
殊
召
喚
。
」

ハ
ウ
ン
ド
・
ド
ラ
ゴ
ン
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
１
７
０
０

「
こ
の
ハ
ウ
ン
ド
・
ド
ラ
ゴ
ン
２
体
で
エ
ク
シ
ー
ズ
！
リ
バ
イ
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン

を
エ
ク
シ
ー
ズ
召
喚
。
」

Ｎ
ｏ
．
１
７
リ
バ
イ
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
２
０
０
０

「
リ
バ
イ
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン
の
効
果
発
動
。
エ
ク
シ
ー
ズ
素
材
を
１
つ
取
り
除
い

て
攻
撃
力
を
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
。
」

リ
バ
イ
ス
・
ド
ラ
ゴ
ン
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
２
０
０
０
↓
２
５
０
０

「
ラ
ギ
ア
で
セ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
に
攻
撃
。
」
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「
セ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
は
シ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ン
グ
」

シ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ン
グ
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
／
９
０
０

「
や
っ
か
い
な
モ
ン
ス
タ
ー
ね
。
タ
ー
ン
終
了
よ
。
」

「
俺
の
タ
ー
ン
。
」

さ
て
ま
ず
は
こ
れ
か
ら
か
な
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
発
動
。
」

「
も
ち
ろ
ん
ラ
ギ
ア
の
効
果
で
無
効
に
す
る
わ
。
」

ま
ぁ
そ
う
す
る
よ
な
。

「
サ
イ
ク
ロ
ン
発
動
。
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
を
破
壊
す
る
。
」

こ
れ
で
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

「
ロ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
を
召
喚
。
」

ロ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
ム
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
５
０
０

「
ロ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
ム
の
効
果
で
こ
の
カ
ー
ド
を
リ
リ
ー
ス
し
て
ダ

ン
デ
ィ
ラ
イ
オ
ン
を
特
殊
召
喚
。
」

ダ
ン
デ
ィ
ラ
イ
オ
ン
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
／
３
０
０



15

「
そ
し
て
墓
地
の
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
バ
ル
ブ
の
効
果
発
動
。
デ
ッ
キ
ト
ッ
プ
を

墓
地
に
送
り
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
バ
ル
ブ
を
特
殊
召
喚
。
」

グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
バ
ル
ブ
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
／
１
０
０

墓
地
に
送
ら
れ
た
の
は
・
・
お
、
ボ
ル
ト
・
ヘ
ッ
ジ
ホ
ッ
グ
だ
。
ラ
ッ
キ
ー
。

こ
れ
で
直
接
あ
い
つ
を
召
喚
で
き
る
。

「
今
墓
地
に
送
ら
れ
た
ボ
ル
ト
・
ヘ
ッ
ジ
ホ
ッ
グ
の
効
果
発
動
。
フ
ィ
ー
ル
ド

に
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
い
る
と
き
、
特
殊
召
喚
で
き
る
。
」

ボ
ル
ト
・
ヘ
ッ
ジ
ホ
ッ
グ
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
／
８
０
０

「
シ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ン
グ
と
ダ
ン
デ
ィ
ラ
イ
オ
ン
と
ボ
ル
ト
・
ヘ
ッ
ジ
ホ
ッ
グ

に
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
バ
ル
ブ
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
！
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
を

シ
ン
ク
ロ
召
喚
。
」

Ｌ
ｖ
２
＋
Ｌ
ｖ
３
＋
Ｌ
ｖ
２
＋
Ｌ
ｖ
１
＝
Ｌ
ｖ
８

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
２
８
０
０

「
ダ
ン
デ
ィ
ラ
イ
オ
ン
の
効
果
で
綿
毛
ト
ー
ク
ン
が
守
備
表
示
で
２
体
出
て
く

る
。
」

綿
毛
ト
ー
ク
ン
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
／
０

「
さ
ら
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
の
レ
ベ
ル
を
１
つ
下
げ
、
墓
地
の
レ
ベ
ル

ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
を
特
殊
召
喚
。
」

レ
ベ
ル
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
／
０
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「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
の
効
果
発
動
。
レ
ベ
ル
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
と
リ
バ
イ

ス
・
ド
ラ
ゴ
ン
を
選
択
し
て
破
壊
す
る
。
そ
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
で

ラ
ギ
ア
に
攻
撃
。
」

茜
　
Ｌ
Ｐ
６
０
０
０
↓
５
６
０
０

「
メ
イ
ン
フ
ェ
イ
ズ
２
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
の
レ
ベ
ル
を
１
つ
下
げ
て

レ
ベ
ル
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
を
特
殊
召
喚
し
タ
ー
ン
終
了
。
」

ふ
う
～
。
こ
れ
だ
け
や
れ
ば
十
分
だ
ろ
。
さ
ぁ
こ
の
布
陣
を
ど
う
突
破
す
る
？

「
私
の
タ
ー
ン
、
カ
ー
ド
を
３
枚
伏
せ
て
タ
ー
ン
終
了
よ
。
」

伏
せ
た
だ
け
か
。
で
も
３
枚
も
あ
る
な
・
・
。

「
俺
の
タ
ー
ン
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
の
効
果
発
動
。
レ
ベ
ル
ス
テ
ィ
ー

ラ
ー
と
右
の
伏
せ
カ
ー
ド
を
選
択
。
」

（
奈
落
の
落
と
し
穴
が
選
択
さ
れ
た
！
？
で
も
レ
ベ
ル
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
は
墓
地

に
は
い
か
せ
な
い
！
）

「
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
発
動
。
そ
の
レ
ベ
ル
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
は
除
外
さ
せ
て
も
ら

う
わ
。
」

く
っ
！
レ
ベ
ル
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
が
除
外
さ
れ
た
か
。
で
も
奈
落
を
破
壊
で
き
た

の
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
な
。

「
シ
ン
ク
ロ
ン
・
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
を
召
喚
。
効
果
に
よ
り
墓
地
よ
り
ク
イ

ッ
ク
・
シ
ン
ク
ロ
ン
を
特
殊
召
喚
。
」
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シ
ン
ク
ロ
ン
・
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
０

ク
イ
ッ
ク
・
シ
ン
ク
ロ
ン
　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
／
１
４
０
０

「
シ
ン
ク
ロ
ン
・
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
と
綿
毛
ト
ー
ク
ン
に
ク
イ
ッ
ク
・
シ
ン

ク
ロ
ン
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
！
ジ
ャ
ン
ク
・
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
を
シ
ン
ク
ロ
召
喚
。

」Ｌ
ｖ
２
＋
Ｌ
ｖ
１
＋
Ｌ
ｖ
５
＝
Ｌ
ｖ
８

ジ
ャ
ン
ク
・
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
２
６
０
０

「
ジ
ャ
ン
ク
・
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
の
効
果
で
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
残
っ
た
伏
せ

カ
ー
ド
を
破
壊
す
る
。
」

「
チ
ェ
ー
ン
し
て
凡
人
の
施
し
を
発
動
。
２
枚
ド
ロ
ー
し
て
手
札
の
セ
イ
バ
ー

ザ
ウ
ル
ス
を
除
外
す
る
わ
。
」

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
と
ジ
ャ
ン
ク
・
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
で
直
接
攻
撃
。
」

茜
　
Ｌ
Ｐ
５
６
０
０
↓
２
０
０

「
タ
ー
ン
終
了
。
」

「
・
・
強
い
わ
ね
。
」

「
そ
り
ゃ
ど
う
も
。
」

「
正
直
こ
れ
じ
ゃ
あ
勝
て
る
気
は
し
な
い
わ
ね
。
で
も
諦
め
は
し
な
い
わ
よ
。

私
の
タ
ー
ン
！
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
発
動
。
」
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こ
こ
に
き
て
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
か
よ
。

「
闇
の
誘
惑
を
発
動
。
２
枚
ド
ロ
ー
し
て
手
札
の
ハ
ウ
ン
ド
・
ド
ラ
ゴ
ン
を
除

外
す
る
。
レ
ス
キ
ュ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
を
召
喚
。
そ
し
て
レ
ス
キ
ュ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
を

除
外
し
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ワ
ー
ウ
ル
フ
２
体
を
特
殊
召
喚
。
」

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ワ
ー
ウ
ル
フ
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
２
０
０
０

「
こ
の
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ワ
ー
ウ
ル
フ
２
体
で
エ
ク
シ
ー
ズ
！
希
望
皇
ホ
ー

プ
を
エ
ク
シ
ー
ズ
召
喚
。
」

Ｎ
ｏ
．
３
９
希
望
皇
ホ
ー
プ
　
Ａ
Ｔ
Ｋ
／
２
５
０
０

「
ホ
ー
プ
で
直
接
攻
撃
。
」

「
お
前
こ
い
つ
を
忘
れ
て
る
な
？
く
ず
鉄
の
か
か
し
を
発
動
。
」

「
・
・
す
っ
か
り
忘
れ
て
た
わ
ね
。
タ
ー
ン
終
了
よ
。
」

さ
て
、
今
の
攻
撃
は
防
げ
た
が
い
つ
く
ず
鉄
の
か
か
し
が
い
つ
破
壊
さ
れ
る
か

わ
か
ん
な
い
し
、
で
き
れ
ば
早
め
に
決
着
つ
け
た
い
な
。

「
俺
の
タ
ー
ン
。
」

・
・
ま
じ
か
よ
。
何
だ
こ
の
引
き
は
。

「
死
者
蘇
生
を
発
動
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
を
特
殊
召
喚
。
」

「
こ
こ
で
死
者
蘇
生
！
？
・
・
ま
い
っ
た
わ
ね
。
私
の
負
け
ね
。
」
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「
あ
ぁ
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
の
効
果
発
動
。
く
ず
鉄
の
か
か
し
と
ホ
ー

プ
を
選
択
し
て
破
壊
。
そ
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ド
ラ
ゴ
ン
で
直
接
攻
撃
。
」

茜
　
Ｌ
Ｐ
２
０
０
↓
０

「
は
ぁ
。
結
局
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
ず
か
。
」

「
ま
ぁ
今
回
は
都
合
よ
く
カ
ー
ド
が
き
す
ぎ
た
な
。
さ
て
帰
る
か
。
」

「
も
う
帰
の
ね
。
ま
ぁ
い
い
わ
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
。
」

「
あ
ぁ
、
こ
ち
ら
こ
そ
。
じ
ゃ
あ
な
。
」

「
あ
っ
、
待
っ
て
。
こ
う
し
て
会
っ
た
ん
だ
し
ア
ド
レ
ス
交
換
し
な
い
？
」

「
ま
ぁ
そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
い
い
ぞ
。
」

は
ぁ
、
ま
さ
か
高
校
に
入
っ
て
最
初
の
ア
ド
レ
ス
交
換
が
女
子
と
は
な
。
予
想

外
だ
。

「
じ
ゃ
あ
な
。
」

「
じ
ゃ
あ
ね
。
ま
た
明
日
ね
。
」

こ
う
し
て
波
乱
に
満
ち
た
高
校
生
活
初
日
は
幕
を
閉
じ
た
。
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双
方
の
実
力
（
後
書
き
）

次
回
は
俺
で
す
。

何
と
言
う
か
・
・
・
何
を
や
れ
と
？
↑
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新
た
な
絶
望
（
前
書
き
）

今
回
は
私
、
主
催
者
の
ア
ス
ト
ラ
ル
が
書
き
ま
し
た
。



22

新
た
な
絶
望

母
親
が
急
に
お
金
を
そ
っ
ち
の
生
活
費
に
回
せ
な
い
か
ら
、
バ
イ
ト
し
て
く
れ

と
メ
ー
ル
が
入
っ
た
。

あ
れ
？
ヤ
バ
く
ね
？

高
校
の
学
費
等
は
払
え
た
ら
し
い
か
ら
バ
イ
ト
の
給
料
は
自
分
の
物
に
し
て
い

い
ら
し
い
。

・
・
・
面
接
は
明
日
か
、
寝
よ
う
。

・
・
・
次
の
日
・
・
・

「
で
、
朝
槻
康
介
君
、
君
は
何
で
こ
こ
で
働
き
た
い
の
？
」

そ
う
聞
い
て
く
る
の
は
茶
髪
で
巨
乳
な
美
人
な
お
姉
さ
ん
だ
。

横
に
は
ボ
サ
ボ
サ
な
髪
型
な
眼
が
死
ん
だ
よ
う
な
同
年
代
の
男
。

彼
は
ジ
ー
ン
ズ
の
素
材
で
で
き
た
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
い
て
、
白
い
長
袖
の
シ

ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
、
黒
い
運
動
靴
を
履
い
て
い
た
。

「
生
活
費
の
為
で
す
」

「
わ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
我
が
中
華
料
理
店
、
瀧
川
亭
の
従
業
員
と
し
て
働
い

て
く
れ
！
」

男
勝
り
な
人
だ
な
ぁ
・
・
・
。

「
瀧
川
亭
じ
ゃ
な
く
て
瀧
川
軒
で
し
ょ
う
、
店
長
」

「
康
太
、
料
理
人
と
し
て
は
こ
の
時
間
帯
、
一
人
で
今
ま
で
大
変
だ
っ
た
ろ
？

一
人
生
け
贄
じ
ゃ
な
く
て
下
っ
端
が
入
っ
た
ぞ
」

困
っ
た
・
・
・
生
け
贄
扱
い
さ
れ
だ
し
た
し
・
・
・
。

「
あ
の
・
・
・
料
理
で
き
ま
せ
ん
」

「
ウ
ェ
イ
タ
ー
が
一
人
増
え
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
店
長
。
こ
れ
じ
ゃ
、
ま

だ
ま
だ
一
人
で
店
回
さ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」

か
わ
い
そ
う
な
人
だ
な
ぁ
・
・
・
。

「
康
太
か
ら
料
理
習
い
な
が
ら
頑
張
れ
」
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「
無
理
で
す
！
」

「
失
敬
な
、
俺
の
料
理
歴
は
１
０
だ
ぞ
！
足
手
ま
と
い
が
い
て
も
教
え
な
が
ら

回
せ
る
！
」

こ
の
人
、
化
け
物
か
よ
！

ち
な
み
に
こ
の
店
は
、
チ
ェ
ー
ン
店
じ
ゃ
な
い
の
に
か
な
り
繁
盛
し
て
い
る
よ

う
で
、
時
給
が
高
校
生
で
８
９
０
円
だ
っ
た
。

そ
れ
以
外
は
１
０
０
０
円
だ
。

「
そ
れ
じ
ゃ
自
己
紹
介
を
す
る
ぞ
。
私
が
店
長
で
た
ま
に
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
を
や

っ
て
る
藤
原
陽
子
。
２
５
歳
で
独
身
、
趣
味
は
康
太
弄
り
と
裁
縫
と
デ
ュ
エ
ル

だ
。
よ
ろ
し
く
」

茶
髪
で
巨
乳
の
美
人
な
お
姉
さ
ん
は
藤
原
陽
子
さ
ん
か
。

「
俺
は
高
嶺
康
太
。
市
立
東
瀧
川
高
等
学
校
２
年
だ
。
１
６
歳
で
彼
女
い
な
い

歴
＝
年
齢
な
悲
し
い
奴
だ
。
趣
味
は
デ
ュ
エ
ル
と
睡
眠
、
よ
ろ
し
く
」

死
ん
だ
よ
う
な
眼
を
し
た
上
級
生
の
高
嶺
康
太
さ
ん
ね
。

「
私
は
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
の
中
野
葵
だ
よ
。
趣
味
は
ギ
タ
ー
を
弾
く
事
。
康
太
と

同
い
年
で
市
立
東
瀧
川
高
等
学
校
２
年
だ
よ
。
よ
ろ
し
く
ね
！
」

胸
が
殆
ど
な
く
て
黒
髪
ロ
ン
グ
の
髪
型
の
小
さ
な
女
の
子
が
中
野
葵
さ
ん
ね
。

「
俺
の
名
前
は
朝
槻
康
介
で
す
。
趣
味
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
強
い
て
挙
げ
る

と
デ
ュ
エ
ル
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

そ
う
言
っ
た
後
、
高
嶺
先
輩
が
近
づ
い
て
来
た
。

そ
し
て
「
店
長
に
気
を
つ
け
ろ
、
デ
ュ
エ
ル
を
挑
ま
れ
た
ら
逃
げ
る
か
は
ぐ
ら

か
せ
。
さ
も
な
い
と
心
折
れ
る
ぞ
。
ち
な
み
に
初
見
で
や
り
合
っ
た
奴
は
リ
ン

チ
よ
り
も
一
方
的
に
潰
さ
れ
て
る
」
と
耳
打
ち
さ
れ
た
。

怖
い
な
ぁ
・
・
・
。

・
・
・
次
の
日
・
・
・

「
唐
揚
げ
の
下
味
は
あ
と
１
０
０
ｇ
生
姜
を
多
く
入
れ
る
ん
だ
！
餃
子
の
ニ
ン

ニ
ク
は
も
っ
と
細
か
く
！
」

「
は
い
！
」
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高
嶺
先
輩
は
厨
房
で
は
か
な
り
厳
し
い
が
休
憩
室
だ
と
優
し
い
。

高
嶺
先
輩
と
休
憩
中
に
デ
ュ
エ
ル
し
て
い
た
ら
Ｅ
・
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
デ
ッ
キ
に
ボ
コ

ボ
コ
に
さ
れ
た
。

ア
ー
ス
っ
て
狂
気
の
塊
だ
っ
て
初
め
て
知
っ
た
よ
・
・
・
。

「
４
番
テ
ー
ブ
ル
の
お
客
様
は
、
唐
揚
げ
と
炒
飯
、
ラ
ー
メ
ン
定
食
だ
よ
！
」

「
わ
か
っ
た
！
唐
揚
げ
は
揚
げ
て
あ
る
や
つ
が
あ
る
し
ラ
ー
メ
ン
定
食
は
餃
子

と
炒
飯
は
コ
ン
ロ
は
空
い
て
る
し
一
気
に
や
れ
る
な
。
ラ
ー
メ
ン
は
麺
を
入
れ

て
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
だ
け
だ
！
任
せ
る
ぞ
、
朝
槻
！
」

「
は
い
！
」

ラ
ー
メ
ン
の
作
り
方
は
教
え
ら
れ
た
通
り
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
だ
け
だ
。

メ
ン
マ
４
つ
、
叉
焼
１
つ
、
海
苔
２
枚
だ
。

麺
は
５
０
秒
茹
で
て
と
・
・
・
。

そ
ん
な
感
じ
で
過
ぎ
て
い
く
バ
イ
ト
の
時
間
。

「
じ
ゃ
あ
俺
達
こ
っ
ち
だ
か
ら
」

中
野
先
輩
と
高
嶺
先
輩
が
あ
っ
ち
へ
向
か
っ
て
い
く
。

俺
も
帰
る
か
。
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新
た
な
絶
望
（
後
書
き
）

次
回
は
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
で
回
す
順
番
が
、
通
り
す
が
り
の
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
様
↓
ユ
タ
様
↓
龍
南
様

↓
ア
ス
ト
ラ
ル
↓
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
様
↓
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
様
と
決
ま
り
ま
し
た
。



26

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

青空を掴みし少年

2012年1月3日04時00分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n3132z/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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